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№ C-50 

【様式２】 

部門名： 

 

地域とともにある学校実践部門 
 

エントリー名：  高知県高知市立昭和小学校  小川 晶子 

活動名： 

           ふるさと大好き！ＭＩＮＤ     
～ 「あいさつ」と「防災」で地域とつながる ～            

 

課題設定：  

地球 33 番地（東経 133 度 33 分 33 秒，北緯 33 度 33 分 33 秒）が校区に位置する昭和小学校
校区の課題は大きく２つである。①かかわりが薄いこと。商業地帯ではあるが，地域や子どもたちの結びつきが
薄い。②南海トラフ地震発生海抜ゼロメートル地帯であり防災教育が必須であること。学校教育目標「かがや
け！昭和の子」を目指し，子どもたちがふるさとを愛し，地域から自信をもって未来を切り拓くために，社会科
研究校である強みを生かしながら学校・地域・保護者とともに課題解決に向けて取組を行ってきた。 

目標・方針： 

上記の課題を解決するために，学校と地域をつなぐ取組を計画・実践する。そうすることで課題解決のゴール
①子どもが地域にかかわりふるさと大好きになる②地域と連携した防災教育が推進する，が可能となる。 
 １．学校や PTA の取組を地域とつなぎ，人・もの・ことにかかわる活動を仕組む。 
 ２．学校の防災教育・取組を地域とともに行い，連携を図る。 
 ３．実践の成果と課題を基に評価を行い，改善を図る。（PDCA サイクル） 

活動取組内容：以下の活動を地域とともに計画し，PDCA サイクルのもとに取り組んでいる。 

①学校［あいさつ運動・やさしさ週間］⇒地域とつながるスタンプラリー⇒ふるさとつながりマインドへ 
②地域［人・もの・こと］と関わる生活科・社会科学習をしくむ⇒地域の良さを知る⇒ふるさと大好きマインドへ 
③学校の防災学習⇒地域と連携し活動する（下知減災連絡会・下知地域内連携協議会） 
  ・学校の避難訓練→地域連携避難活動（津波避難ビル巡り・発表祭）→昭和秋の感謝祭⇒みんなで

助け愛マインドへ 
④ＰＴＡ昭和教研講演会⇒地域在住講師招聘（映画監督：安藤桃子さん）⇒ふるさと志マインドへ 

活動の成果：  

１．学校の取組を地域とつなげ，かかわる場を広げることによって，子どもたちのふれあい・かかわり度がアッ
プし，自然にあいさつができるようになってきた。地域の良さも再確認できた。（取組①，④） 

２．PDCA サイクルを基に「チーム昭和家」教員で切磋琢磨しながら授業改善を行うことで，子どもが地域
に関心を持ちながらかかわり，学ぶ意欲も向上し，ふるさと大好きマインドにつながった。（取組②） 

３．津波浸水地域の課題である防災教育について，学校だけではなく地域と連携を図ることによって学校と
地域の防災意識が向上し，地域助け愛マインドにつながった。（取組③） 

４．学校教育を学校内に閉じず，社会に開かれた教育課程を実践することによって，「よりよい学校教育
を通してよりよい社会を創る」という願いを共有し連携することができた。さらなる改善をしていきたい。 

 

アピールポイント（アイディアや工夫） 

○学校の取組（授業・特別活動・防災）を地域とつなぐプロジェクトで教育活動が向上し，地域活性化に 
もつながる。子どもも大人も「ふるさと大好きマインド」，みんなで助け合う地球 33 番地域を目指す。 

○人・もの・ことに「かかわる」「つなげる」ことで，地域の課題解決に前進する。 
○インパクトのある外部講師を招聘することで，取組のエッセンスとなる。  
○地域（商業店舗を巻き込む 33 番地スタンプラリー：当初 33 店舗⇒今年度は 106 店舗参加）とつ

ながる活動は，14 年間の継続的な活動であり他校ではあまり見られない取組である。 

 

 

 


